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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】飲食店や娯楽施設等の店内、あるいはホームパ
ーティなどを開く際の室内を、安価で手軽に装飾するた
めのインテリア用品としての電飾用モジュールを提供す
る。
【解決手段】電飾用モジュール１は、一面が開口した断
面コの字型で細長い直方体状の外郭ケース２と、外郭ケ
ース２の内側の長手方向に装着された基板４と、給電用
ケーブル５ａ，５ｂとを備えている。基板４上の外郭ケ
ースの開口面側にＬＥＤなどの半導体発光素子３が複数
個実装され、該給電用ケーブルの一方の端部は基板４の
電源ラインと接続し、他方の端部には外部電源供給装置
の端子と接続する１対のコネクタ端子９ａ，９ｂを設け
る。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
底面と両側面とからなる一面が開口した断面コの字型で細長い直方体状の外郭ケースと、
前記外郭ケースの内側の長手方向に装着された基板と、給電用ケーブルとを備え、前記基
板上の前記外郭ケースの開口面側に半導体発光素子が複数個実装され、前記給電用ケーブ
ルの一方の端部は前記基板の電源ラインと接続し、他方の端部には外部電源供給装置の端
子と接続する１対の端子が設けられていることを特徴とする電飾用モジュール。
【請求項２】
前記半導体発光素子はＬＥＤであることを特徴とする請求項１に記載の電飾用モジュール
。
【請求項３】
前記外郭ケースの内部を長手方向にほぼ二分する位置に、外郭ケースの両側面と平行に仕
切面を設け、前記のＬＥＤを実装した基板を、一方の側面と前記仕切面の間に装着すると
ともに、他方の側面と前記仕切面の間の底面部分には、該電飾用モジュールを取り付ける
ための部材を貫通させるための貫通穴が開けられていることを特徴とする請求項１または
２のいずれかに記載の電飾用モジュール。
【請求項４】
前記外郭ケースの内部を長手方向にほぼ二分する位置に、外郭ケースの両側面と平行に仕
切面を設け、各側面と仕切面に挟まれた２つの空間のそれぞれに前記のＬＥＤを実装した
基板を並列に装着したことを特徴とする請求項１または２のいずれかに記載の電飾用モジ
ュール。
【請求項５】
前記基板の長手方向の両端部には、それぞれ他の電飾用モジュールの基板との電気的およ
び機械的な接続を可能とするコネクタが設けられていることを特徴とする請求項１から４
のいずれか１に記載の電飾用モジュール。
【請求項６】
給電用ケーブルを備えていないことを特徴とする請求項５に記載の電飾用モジュール。
【請求項７】
１個の請求項５記載の電飾用モジュールと請求項６に記載の電飾用モジュールの１個以上
をそれぞれの基板端部のコネクタを介して結合したことを特徴とする電飾装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　複数の発光素子を配列した細長い基板が断面コの字型の外郭ケースの内部に設けられて
いる電飾用モジュール、および２個以上の電飾用モジュールを結合させた電飾装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　最近では、ＬＥＤをはじめとする発光性の半導体素子が安価に手に入るようになってき
た。そのため、飲食店、カラオケやパチンコホールなどの娯楽施設では、華やかで楽しげ
な雰囲気を演出するための電飾装置が多用されている。
　また、店舗に限らず、一般家庭においても、クリスマスシーズンに家の周囲を豆電球や
ＬＥＤ（発光ダイオード）、ＥＬ（エレクトロ・ルミネッセンス）などの光源で飾りつけ
ることが行われるようになっている。
　ここで、ＬＥＤは、安価であり、低消費電力であり、しかも寿命がきわめて長いことか
ら、代表的な光源として広く用いられるようになっている。
【０００３】
　そのため、ＬＥＤを光源として利用する照明や電飾に関する発明が、複数提案されてお
り、特許文献１もその一つである。
　特許文献１に開示された発明は、ＬＥＤを備え付けてなる目地を有するＬＥＤ付き建材
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に関するものである。この先行発明は、建材として長期にわたり使用することを前提して
おり、パーティ等の短時間にのみ使用する場合などには不向きである。また、インテリア
ショップなどで、電飾用パーツを購入してきて、店舗や自宅の飾りつけを自分で行おうと
するには適さない。
【特許文献１】特開２００１－１４０４３９号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　一つ一つのＬＥＤはきわめて小さいものであり、単独では、明るさに限界がある。その
ため、店舗の外装や内装に用いる場合、線状、面状あるいは立体状に複数のＬＥＤを組み
合わせて用いることになる。
　しかし、装飾用に用いる都度、複数のＬＥＤの組み合わせ方をデザインし、個々のＬＥ
Ｄの端子を電気配線に半田付けするのでは、手間も費用も大きな負担となる。
　そのため、本考案では、カーテンレールのように細長い直方体状のケースの内側に、複
数のＬＥＤを直線状に配置した基板を装着した電飾用モジュールを提供し、飾りつけよう
とする箇所に誰でも簡単に取り付けられるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記の目的を達成するために、本考案は、電飾用モジュールであって、
底面と両側面とからなる一面が開口した断面コの字型で細長い直方体状の外郭ケースと、
前記外郭ケースの内側の長手方向に装着された基板と、給電用ケーブルとを備え、前記基
板上の前記外郭ケースの開口面側に半導体発光素子が複数個実装され、前記給電用ケーブ
ルの一方の端部は前記基板の電源ラインと接続し、他方の端部には外部電源供給装置の端
子と接続する１対の端子が設けられていることを特徴とする。
　このように外郭ケースの内側に装着された基板に発光素子があらかじめ配置されている
ので、飾り付けをする現場での作業は、飾りつけをしようとする天井面、壁面、床面や窓
枠などへ本考案の電飾用モジュールを固定させ、給電用ケーブルのコネクタを外部電源供
給装置に接続するだけでよい。したがって、作業はきわめて簡単かつ短時間ですむ。また
、発光素子が点灯しない等の不良の場合は、ＬＥＤの実装基板を取り替えるだけでよいの
で、メンテナンスが楽である。
【０００６】
　前記半導体発光素子としては、ＬＥＤやＥＬなどの複数の種類があるが、取り扱いの容
易さ、発光体としての寿命の長さなどからＬＥＤの使用が好ましい。
【０００７】
　前記の目的を達成するために、本考案の電飾用モジュールは、前記外郭ケースの内部を
前記外郭ケースの内部を長手方向にほぼ二分する位置に、外郭ケースの両側面と平行に仕
切面を設け、前記のＬＥＤを実装した基板を、一方の側面と前記仕切面の間に装着すると
ともに、他方の側面と前記仕切面の間の底面部分には、該電飾用モジュールを取り付ける
ための部材を貫通させるための貫通穴が開けられている構成でもよい。
　これにより、釘などを用いて装飾対象である壁面や窓枠などに取り付けることができる
。
【０００８】
　前記の目的を達成するために、本考案の電飾用モジュールは、前記外郭ケースの内部を
長手方向にほぼ二分する位置に、外郭ケースの両側面と平行に仕切面を設け、各側面と仕
切面に挟まれた２つの空間のそれぞれに前記のＬＥＤを実装した基板を並列に装着する構
成としてもよい。
　これにより、基板が１枚の場合に比べ、より華やかに店舗内などを飾ることができる。
【０００９】
　前記の目的を達成するために、本考案の電飾用モジュールは、前記実装基板の長手方向
の両端部には、それぞれ他の電飾用モジュールの実装基板との電気的および機械的な接続
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を可能とするコネクタが設けられている構成としてもよく、２以上の電飾用モジュールを
それぞれの基板端部のコネクタを介して結合して、電飾装置としてもよい。この場合、結
合された電飾用モジュールの１つのみが給電用ケーブルを備えていれば、残りの電飾用モ
ジュールは給電用ケーブルを備えていなくてもよい。
　これにより、天井と壁面との境界全体のように長さのある部分を電飾したい場合など、
作業が簡単になり、しかも、電源供給装置との接続箇所が１つですむ。
【考案の効果】
【００１０】
　店舗の内装、一般家庭における誕生パーティやクリスマスの装飾用など短期・長期の用
途に、安価かつ手軽に提供できる。外郭ケースを壁同士の境界、柱、桟などにネジや釘な
どの簡単な手段で取り付けることができ、かつ、取り外しも簡単にできるので、誰でも、
電飾を楽しめる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１１】
〔第１の実施形態〕
　図１を参照しながら、本考案の電飾用モジュールの第１の実施形態を説明する。
本実施形態の電飾用モジュール１は、外郭ケース２と、ＬＥＤ３を実装した基板４と、給
電用ケーブル５とからなる。
【００１２】
　外郭ケース２は、一面が開口した断面コの字型で細長い直方体状であり、１つの底面６
と、２つの側面７からなる。底面６と側面７は、いずれも短辺が１ｃｍ程度、長辺が数十
ｃｍ～１ｍ程度の板状である。
　外郭ケース２は、基板４を搭載する内側部分は、絶縁性のある材質を用いるが、装飾対
象である壁面などと接する外側部分は、どのような材質を用いてもよい。ただし、軽量で
あることが好ましい。
【００１３】
　基板４は、ＬＥＤ３を支持するとともに、このＬＥＤ３の点灯回路を実装する。複数個
のＬＥＤ３は、基板４上の外郭ケース２の開口面８側に、直線状に任意の間隔で配置され
ている。
　個々のＬＥＤ３は、基板４に設けられた電気配線（図示せず）によって、並列に接続し
ている。
　外郭ケース２に基板４を装着させるために、例えば、２つの側面７の内側長手方向に、
ガイド溝（図示せず）を設け、基板４をこの溝にスライドさせるように挿入するとよい。
　なお、基板４には、図示しないＩＣ、抵抗、容量などの素子が搭載されることもある。
また、電気配線の全部または一部はプリント配線でよい。
【００１４】
　基板４の電源ラインと接続する給電用ケーブル５ａ，５ｂが外郭ケース２のいずれか一
の側面７に設けた貫通穴から、外部に引き出されている。給電用ケーブル５ａ，５ｂの他
端のコネクタ９ａ、９ｂが電源供給装置１０の端子と接続すると、通電し、ＬＥＤ３が点
灯する。
　ここで、電源供給装置１０によって、交流１００Ｖを、ＬＥＤの駆動に適した直流電圧
（５Ｖなど）に変換することを想定している。この電源供給装置１０は、市販されている
既知のものを使用すればよく、電源供給装置１０と給電用ケーブル５の端子９との接続は
、説明を省略する。
【００１５】
　次に、図２に従い、電飾用モジュール１の使用の仕方について説明する。
例えば、室内を暗くした場合でも扉１１の位置がわかるように、扉１１の上方に電飾用モ
ジュール１を設置することにする。外郭ケース２の底面６の外側部分に両面接着テープを
貼り付ける等の方法で、扉１１の上方の壁面に電飾用モジュール１を固着させる。給電用
ケーブル５のコネクタ９を電源供給装置１０と接続し、電源供給装置１０の端子を電源コ
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ンセント１２に差し込むと、基板４の電源ラインに通電し、ＬＥＤ３がいっせいに点灯す
る。
　なお、接着テープの使用に限らず、電飾用モジュール１を設置する箇所に、釘などを使
った支持部材を２つ以上配置し、この支持部材に電飾用モジュール１の外郭ケース２を載
せてもよい。
【００１６】
　電飾用モジュール１の設置箇所は、扉の周囲だけでなく、窓の周囲や、天井と壁との境
界、壁と床との境界など、装飾的効果を発揮できる箇所であれば、どこでもよい。カーテ
ンレール同様の小さい断面積を持ち、直線状なので、広い設置スペースが必要ない。また
、面状の照明を実現したければ、複数の電飾用モジュール１を側面７で接するように並べ
るとよい。
【００１７】
　ＬＥＤ３は、通電している間、点灯していてもよいが、基板４に、ＩＣなどで構成され
た点滅回路を搭載し、点滅させてもよい。点灯している時間と消灯している時間の割合を
適宜設定してもよい。あるいは、電源供給回路１０側で、ＬＥＤ３の点滅の制御をしても
よい。
　また、直線状に配置されているＬＥＤ３の色は、同一色でも、異なる色を任意の順序で
配列してもよく、デザイン的効果を考えた配色にすればよい。
【００１８】
〔第２の実施形態〕
　図３を参照しながら、本考案の第２の実施形態の電飾用モジュール１３を説明する。
　電飾用モジュール１３は、第１の実施形態である電飾用モジュール１に、釘などを貫通
させる穴を設けた点で相違する。図３では、電飾用モジュール１と共通する要素には、図
１及び図２と同一の符号を付している。
【００１９】
　電飾用モジュール１３の基板４を搭載する外郭ケース１４の底面１５の短辺は、外郭ケ
ース２の底面６の短辺より２倍近い長さをもつ。外郭ケース１４の内部を長手方向にほぼ
二分する位置に、両側面１６と平行に仕切面１７を設ける。ＬＥＤ３を実装した基板４を
、一方の側面１６ａと仕切面１７との間に装着する。
他方の側面１６ｂと仕切面１７の間の底面部分には、電飾用モジュール１３を壁や窓枠な
どの装飾対象に取り付けるための部材を貫通させるための２個以上の貫通穴１８が開けら
れている。
　壁などに電飾用モジュール１３を取り付けるとき、貫通穴１８にネジや釘などの部材を
貫通させて固定させる。
【００２０】
〔第３の実施形態〕
　図４を参照しながら、本考案の第３の実施形態の電飾用モジュール１９を説明する。
　電飾用モジュール１９は、第１の実施形態である電飾用モジュール１と比べ、ＬＥＤを
実装した基板を２列並べた点で相違する。図４では、電飾用モジュール１と共通する要素
には、図１及び図２と同一の符号を付している。
【００２１】
　電飾用モジュール１９の外郭ケース２０の底面２１の短辺は、外郭ケース２の底面６の
短辺より２倍近い長さをもつ。外郭ケース２０の内部を長手方向にほぼ二分する位置に、
両側面２２と平行に仕切面２３を設ける。ＬＥＤ３を実装した２枚の基板４を、一方の側
面２２ａと仕切面２３との間、および他方の側面２２ｂと仕切面２３との間にそれぞれ装
着する。
　図４では、給電用ケーブル５が１箇所にのみ設けられているので、２つの基板４で共用
されているが、基板ごとに給電用ケーブルを設けてもよい。
【００２２】
　この実施形態では、ＬＥＤが２列に直線状に連なることで、華やかさを演出できる。
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　また、複数の電飾用モジュール１９を側面２２同士隣り合わせるように配置すれば、面
状の照明になる。
【００２３】
〔第４の実施形態〕
　図５を参照しながら、本考案の第４の実施形態を説明する。
　本考案の電飾用モジュールは単独でも、電飾装置として使用できるが、複数個の電飾用
モジュールを連結した電飾装置として使用するのが、本実施形態である。
電飾用モジュール２４は、ＬＥＤ実装基板２５の長手方向の両端にコネクタ部２６ａ，２
６ｂを備えている。図５は、基板２５をＬＥＤ実装面から見た模式図である。この実施形
態では、図６に示すように、複数の電飾用モジュール２４を長手方向に配置し、電飾用モ
ジュール２４のコネクタ２６ａ（２６ｂ）を、隣接する電飾用モジュール２４のコネクタ
２６ｂ（２６ａ）と結合させる。コネクタ凹部２６ａとコネクタ凸部２６ｂの内部には、
それぞれ２本の電源ライン２７が通っているので、コネクタ２６同士を結合させることで
、隣接した電飾用モジュール２４が電気的にも機械的にも連結する。
【００２４】
　複数の電飾用モジュール２４を１直線状に連結して使用する場合、電源との接続は１箇
所で足りる。したがって、給電用ケーブル５は、１つの電飾用モジュールに備わっていれ
ばよく、残りの電飾用モジュールには備わっていなくてよい。
この実施形態は、天井と壁との境界全体、あるいは床面と壁との境界全体などをＬＥＤで
飾り付けようとする場合に、適している。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　飲食店や娯楽施設等の店内を、安価で手軽に装飾できる。誰でも簡単に、取り付けたり
、取り外したりができるので、頻繁に電飾の設置箇所を変えたりして、目新しさを実現で
きる。したがって、営業店舗用、一般家庭用のインテリア用品としての需要が見込まれる
。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】第１の実施形態の電飾用モジュールの斜視図である。
【図２】第１の実施形態の電飾用モジュールの使用状態を説明する図である。
【図３】第２の実施形態の電飾用モジュールの斜視図である。
【図４】第３の実施形態の電飾用モジュールの斜視図である。
【図５】第４の実施形態の電飾用モジュールに装着された基板の模式図である。
【図６】第４の実施形態の電飾用モジュールの使用例を示す図である。
【符号の説明】
【００２７】
１　電飾用モジュール
２　外郭ケース
３　ＬＥＤ
４　基板
５　給電用ケーブル
６　底面
７　側面
８　開口面
９　給電用ケーブルのコネクタ
１０　電源供給装置
１１　扉
１２　電源コンセント
１３　電飾用モジュール
１４　外郭ケース
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１５　底面
１６　側面
１７　仕切面
１８　貫通穴
１９　電飾用モジュール
２０　外郭ケース
２１　底面
２２　側面
２３　仕切面
２４　電飾用モジュール
２５　基板
２６　（基板同士を連結するための）コネクタ部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】
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